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日
本
を
た
っ
と
き、
林
彪
異
変

を
題
材
に
し
がヤノ
ン
ソ
ニ
l・
グ

レ
l
（
紅
衛
兵騒
動
に
よっ
て
北

京
に
二
年
半
も
監
禁
さ
れ
た
乙
と

で
知
ら
れ
るロ
イ
タ
ー
通信
の
記

者
U
当
時）
の
国
際
謀
略
小
説

「
毛
沢
東
の
刺
客」
の
邦
訳
をポ

ケッ
ト
に
入
れ
て
き
た。
「
四
人

組」
裁
判
が
示
し
た
中
国
の
政
治

ス
キ
l
の
協明
で
時甘
い
た
「
毛
沢

的
ド
ラ
マ
の
再
現
宇
目
安d
た
り

東
の
囚
人」

安
ヒッ
ト
し
た
と

に
し
て
い
る
今
日、
乙
の
小
説
は

い
う。
こ
の掠
は
中
国
の
労
働
キ

大
変
面
白
い。

ャ
ン
プ
の
過
酷
な
現
実
を
描
い
た

い
ま
私
は、
現
代
中
国
に
関
す

証
言
で
あ
る
が、
鰻
初
は
ア
メ
リ

フ
ラ
ン
ス
で
読
ま
れ一
る

「
毛
沢
東
の
囚
人」

嶋

轟

雄

カ
で一
九
七
正
年
に
出版
さ
れ、

フ
ラ
ン
ス
で
怯七
五
年
に
ガ
リ
マ

1
ル
社
か
ら
宣
言

司法曹」
の一

冊
と
し
て
出
之、
む
し
ろ
フ
ラ
ン

ス
で
大
い
に読
ま
れ
て
い
る。

昨
日、
モ世パ
ル
ナ
ス
の
本
一盤

中
国
人
著

る
日
仏
共
同
研
究
の
た

め招か
れ

てパ
リ
に
滞
在
し
て
い
る
が、
乙

ち
ら
で
はパ
リ
に
逃
玩
た
中
国
人

バ
ン・
ロ
ワ
ワ
ン
（
仏
名
ジャ
ン

・
パ
ス
カ
リ
1一一）
が一フ
イ
フ
誌

支
局
長
ル
ド
ル
フ・
チェ
ル
ミ
ン 中

で
よ
う
や
く
探
しあ
て
た
の
は

「
毛
沢
東
1
聖
人伝
の
現
実」
で

あ
る。
こ
れ
はエ
ミ
l
ル・
ギ
コ

ワ
ティ
が
編
ん
だ
写
真
集
で、
四

年
前パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た。
ユ
ニ

ー
ク
な
中
国
評
論
で
知
られ
る
シ

モ
ン・
レ
イ
が
序
文
を
密
い
て
い

る。
近
代
中
国
の
開

幕がり毛
沢

東
の
死
ま
で、
中
国
の
実
像
を
浮

き
彫
り
す
る
貴
重
な
写
真
を全
世

界
か
ら
集
め
て
解
説
し
た
コ
レ
ク

ショ
ン
で
あ
り、
毛
沢
東
礼
賛
の

通
俗
的
な
写
真
集
と
は
異
なっ
て

実
に
感
動
的
か
つ
圧
倒
的
で
あ

る。（
東
京
外
語
大
教
授・
国
際
関
係

論、
在パ
リ）

（
写
真
は
中
嶋
嶺
雄
氏）

「フランスでの読まれる「毛沢東の囚人


